
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

「学力」 を規定する 要因分析

「活用 」 問 題がで き る の は誰か ？
一

○
一
卜河直幸 （ベ ネ ッ セ 教育研究開発セ ン タ

ー
〉

○宮本幸子 （ベ ネ ッ セ教育研究開発セ ンタ
ー）

　木村治生 （ベ ネ ッ セ教育研究開発セ ン タ
ー

〉

　邵 　勤風 （ベ ネ ッ セ教育研究 開発セ ンタ
ー）

1．問題設定

　本研究は、「活用 」 問題 を含む学力調査

の 結果を用 い て 、問題構造 の 類型化 と 、そ

の 結果を規定す る要因 の 分析 を試み る も の

で ある 。

　90年代後 半以 降の 教育社会学 は、戦後 の

高度経済 成長期 の 時期 を経る こ とに よ り、

一時的に 人々 が あ ま り注 目 しな くな っ た 学

力の 階層差に、再度人 々 を注 目させ る ヒで 、

大 きな役割を果た して きた 。しか し、教育

社会学で は、　 「学力」 と して 測定され る も

の が何か 、ま た測 定 され る さま ざまな ス キ

ル が社会 的な 属性や学習行動 と どの よ う に

結びつ く の か 、とい っ た 問題に十分に 目を

向けて こ なか っ た の で はな い だろ うか 。

　 「学 加 の 捉え方は、時代 とともに変化

する。本研究 は、学 力 の 定 義の 議論や 、ど

の学力がよ り望 ま しい の か 、と い っ た 議論

をす る も の で はな い 。しか し、背後 に ある

学力観が変化 し て お り、実際に使用 され る

入試な ど の 出題に 、近年 の 学力観が 反 映さ

れて い る こ と、ペ ーパ ー
テ ス トで 捉 え られ

る学力 と い うも の 自体が常 に
一
定で は な い

こ と を看過 する こ とは で き な い 。

　以上 の よ うな 問題関心 に も とづき、本研

究で は 、
「活用」問題を 含 んだ学 力調 査 を実

施 し、ど の よ うな 問題構造の 類型化 がで き

るか に つ い て の 多変量解析 を行 っ た 。さ ら

に、そ の 結 果に 基づ い て 質問 紙調 査の 結果

か ら属性要 因 の 分析 を行 う。今回 の 学力調

査は 、 ヒ記 の よ うな課題探索の ため に作 成

されたため、テ ス ト問題 自体 も試験的な 出

題 として 実施され て い る。そ の ため 問題の

質 に課 題 を残す 部分 もあ り、今 回 の 分 析は

そ の よ うな点 も考慮 しなが ら、一
部の 問題

の み を使用 する こ と とな っ た 。しか しなが

ら、学力の 内容を考慮に入れ る こ とで 、今

後どの よ うな分析が可能 にな る の か 、そ の

可能性を探る研 究 として も 、 十分 に意義が

ある と考え て い る 。

2 ．調査 概要

く調査 設計＞

2006 年 6 〜 7 月に学校通 しで行 っ た学習

に関す る意識 ・実態調査 （自記 式ア ン ケ ー

ト調査） の協力校の うち、学 力調査の 実施

に賛同い ただい た 学校 を対象 に 実施 し、学

習に関す る意識 ・実態調査 と学 力調査の 結

果を マ ッ チ ン グで き るよ う設 計 した 。

〈問題作成〉

問題作成 に あた っ て は、現行の 指導要領に

定 める 内容 に 基 づ き 、調査 時点で 各対 象校

が履修済み の 内容 を 中心 と し、 一・部に 「活

用」 問題 を 出題 し た 。「活 用 」 問題 の 定義は

後述 。

〈出題構成〉

国語、数学 と も 3 大問構成 と し、大問 1は

学習到達度的な 内容を 出題 し、大問 2 ・3

で 「活用 」 を測 る 出題を試みた 。なお 大問

1 ・2 は 実施校全体で共通 と しな が ら も、

大問 3 は学校別に 3 パ タ
ー

ン 用 意 した 。

〈調査 工 リア と対象〉

大都市 （東京 23 区内）、地 方都市 （四 国の

県庁所在地）、郡部 （東北地 方）の 公立中学

校 14 校。

＜調 査時期＞

2006 年 10・vll 月

くサ ン プル 数〉

国語 1，698 名、数学 1，697 名。
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〈分析方法〉

国語、数学の採点は正 答／部分正答 （
一
部

の 問題 の み）／誤答／無回答の 4 段階で 行

っ た が、分析で は 正 答 とそ れ 以外 に分 けた

変数を作成 し、中学校数学 の 大問 1 ・2 を

分析対象 と した 。

の 「知識 ・理解」 だけで なく、　 「読解力」

「思考 力」　 「表現力」 を測 る問題が、近年

にわ か に注 目を集めるよ うにな っ た 。 そ の

よ うな状況の 中、文部科学省が小中学校 を

対象 と した 「全国学力調査 」 の 実施を決定

し、そ の 出題内容に 「活用」 問題が含 まれ

る こ と に な っ た 。

3 ．「活用」 問題 とは

〈 「学 力」 につ い て 〉

　 まず何をも っ て 「学力」 と定義するか に

つ い て も、様々 な見解がみ られ る 。

一
般的

な理解 と して は 「学習に よ っ て得 られ る能

力」 で 、ペ ーパ ー
テ ス トな どで得点化 ・序

列化が な され る学業成績を 「学 力」 と捉え

られ て い る。こ の よ う に して 得点化 ・序列

化 される学業成績 を測る もの の 代表例と し

て 各種の 入試問題が挙げ られ る。特に 1979

年か ら ス タ
ー

トした 共通
．一

次試験 と現在 に

続 くセ ンタ
ー

試験 にみ られ る、知識の 多寡

や操作 ・処理の 速 さ ・正確 さに よっ て 、得

点化 され 選抜の基準 とされ て きた事実が 、

巷 間に 「得点化 され る学業成績＝学力」 と

い う理解 ・認識 を強 め た こ とは 否め な い。

　そ の
一

方で 「思 考力」 「発想力」 「表現力」

など、測定、得点化 ・序列化が困難 と考 え

られ る 「学力」 で の 選抜を 目的 と した、い

わ ゆる 「小論文入試」「面接 によ る 口頭 試問」

も行われ るようにな っ た が、そ の 得点化 ・

序列化 に あた っ て の 評価指標 （ル ーブ リッ

ク） の 策 定 とそ の 運用の 難 しさか らも、あ

く ま で も限定的な実施 に と どま っ て い る の

も実情で ある 。

　 しか し 1990年代に 「知識 ・埋 解」 に加 え 、

「関心 ・意欲 ・態度」 重視の 新 し い 学 力観

が 示 され た。こ の 新 し い 学 力観で は、自ら

学ぶ 意欲 、思考 力、判断 力、表現力が重視

されたが、前述 の よ うに得点化 ・序列 化が

困難で あ っ た こ ともあ り、こ の よ うな 「学

加 を問 う出題 はあ ま りみ られ なか っ た 。

しか し2004年の 「PISA2003 」　 「TIM

SS2003 」 の 結果公表 をき っ か けに 、教科

〈 「活用 」 問題 の 定義〉

　　「活用 」 問題 とは どの よ うなものを指す

の か。まず 「活 用 」 問題で は な い も の と し

て 、教科知識の 量 ・正確さ の み を問 う問題

が これ に該当す る。つ ま り一般 的な 知識の

多寡の み を問 う従来型 の テ ス ト問題で あ る。

そ こ で 教科 にお ける 「活用」 に つ い て 言及

した もの と して 、学習指導要領 （数学）の

教科 の 目標の 設定 に 「数学が 日常生活だけ

でな く、広 く社会生活 にお い て 果た して い

る役割に つ いて の 理解を次第 に深め、い ろ

い ろな事象 を数学的に考察 し処理す る能力

や態度を養 うとともに、広 く数学を活用 で

きるよ うにする こ と も重要な ね ら い とな っ

て い る」 が み られ る。さ らに文部科学省が

行 っ た 「平成 19 年度全国学 力 ・学習状況

調 査 」 の 国語 B 、数学 B で 出題 され た 「活

用 」 の 出題内容は、「知識 ・技能等を実生活

の 様々 な 場面で 活用す る力」「様 々 な 課題解

決 の た め の 構想 を立て 、実践し、評価 ・改

善する 力」と定義 され て い る。上記の 文言 ・

概念を参考 に し、「教科 の 知識 ・
理解 に依拠

しな が ら、さ まざまな場 面設 定 で の 問題 解

決す る力を測る 問題」を本調 査で は 「活 用 」

問題 と定義 した。

　 こ の よ うな 「活 用 」 問題が 「全国学 力 ・

学習状 況調査 」 で 出題され 、今後 も継続 さ

れ る可能性が 高い と い うこ と、さ らに近年

の 公立 中高
一
貫校 の適性検査 の よ うな 早期

の 進路振 り分けに、「活用 」 問題 と見 受 け ら

れ る 出題が み られ る こ とか ら も、教育現場

にお い て 「活用 」 問題 へ の 対応 ・対策が求

め られ る こ と は想像に 難 くな い 。そ の た め

「活 用 」 問題が どの よ うな 問題構造 にあ る

か を明 らか にする こ と、さ らには 「活 用 」
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問題が で きる ・で きな い 生徒を教育社会学

的知見 を用 い て 明 らかにす る こ と に 意義を

見 出した 。

〈 「活用 」 問題の 性質〉

　本調 査の 設 計段階で は、「活用 」 に つ い

て の 定義 ・概念 を参考に する こ と で きたが、

具体的な 「活用 」 問題の 事例がほとん ど皆

無の 状態 で 試行的に出題 した 調査 で ある 。

また 「活用 」 問題 自体が、「さま ざまな場面

で の 問題解決 能力」 を測 る も の で あ る。

　そ の た め、そ こで 測定され る能 力 と結 果

自体 も
一

義的な も の で は な い こ とが 十分に

想定され る。

4 ．問題構造分析

　数学の 問題計 23 問に、数量化皿類 を適

用 し、 2 次元の 解 を求めた 。図 1がそ の 結

果である。

　第 1相関軸 （横軸）は、各問の 正 答率に

ほぼ対応 して いる 。正 の 方向 に正答率の 低

い 問題、負の 方向に正答 率の高い 問 題が あ

る こ とか ら、「難 易度低一高」の 軸 と解釈で

きる。

　また 、第 H 相関軸 （縦軸）で は、負 の 方

向に は問題文を読み解き 、数学的知識 （数

学の 指導要領上 で 得 られ る知識）を利用 し

て 解 く問題が並 ん で い る 。正 の 方向に 大き

い 問題 はご く少数で あるが、数学的知識の

必要性が少な い 問題で ある。特 に大きい 2

問は 、「活用」 の 問題 で ある が、問題文か ら

順序立 て て 考え て い けば、必 要な知識は算

数レ ベ ル の 問題で ある 。そ こ で 縦軸を 、「数

学的知 識の必 要性大 一
小 」 の 軸 と解釈で き

る。

　以上 よ り、数学 の 問題群 を次 の よ うに分

類す る 。

  基礎計算 力

（難易度低、数学的知識 の 必要性小 〜 中）

  分数計算 力

（難 易度低 〜中、数学的知識の 必 要性中）

  応用

（難易度中、数学的知識の必 要性 中）

  発展

（難易度高、数学的知識の必要性大）

  論理的思考

（難 易度高、数学的知識の 必要性 小）
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図 1　 問 題 構 造 分 析

　計算 問題は大半が  に集 中す る
一

方、文

章題は   〜  にわ かれ て い る。特 に同 じ 「活

用 」 の くくりで 出題 した も の は、問題 によ

っ て 学習指導要領上 の 延長に ある と考 えら

れ る も の と、そ うは 捉え られな い ものが あ

る こ とが 分か る。

5 ．規定要因の 分析

　で は、それぞれ の 学力 （問題群〉 を規定

する 要因は何で あろ うか 。そ の 要因 には、

問題群 の 間で 違 い が見 られる の だろ うか。

こ こ で は問題群 ご とに正 答 率 を算出 し、そ

の 結果 を い くつ か の 属性 ・学習行動 別 に、

分散分析 に か けた 。

　紙幅 の 都合上 、全て の デー
タ を掲載する

こ とは できな い が 、有意な差が見 られた項

目と して は、次 ペ
ー

ジ表 1の よ うな も の が

あげられ る。
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表 1 分散分析の 結 果
1基礎計　力 2 分数計算力 3 応用 4 発展 5 論理 的思考

性別 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

反復練習 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

宿題 の 取り組 み ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊广
覇

1’
「广再 ビ ヒニ．シ广蠕

．　 　 　 　 　
’」’ 堂

广…
　　」漁

 
鄭こ、辷 態

・．」 ．r
　　　 1

』1’
劉 3∫

』・F
の遺爨 織 継

’膚L沸　广7門L，匸　广　　「’「　　ヒ
二：許：i　　

’・診1∴ 薫   濾 ：：1た、
、《鰓

「
焦 　　

』 」、广  「　　　 叫
．．譯1

卜“　　　　丶
轟 ill二雰メ 三嘘

・「爨 ：姦
「
鋳

鐘 ．
通 塾 の有無 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

数学 へ の 関心 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

社会科 へ の 関 心 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

注 ：＊ は5％水準で 有 忌 にな っ た 項 目、＊ ＊ は 1％ 水 準で
一
意 になっ た項 目

〈属性 に つ い て 〉
・「基礎的学 力」 で は男女 の 差 が見 られな い

が 、 難易度 の あがる 「分 数計算 力」 〜 「発

展 」 で は 、 男子の 方で 正答率が 高くな る。
・「発展」 は属性の 影響が 強い と考え られ 、

親学歴 ・通塾 と い っ た項 目では差が見 られ

るが、学習行動や意識で は差が出る項 目が

少ない 。

〈学習行動 に つ い て 〉
・「基礎計算力」 〜 「応用 」 で は、反復練習

や 読書頻度で 差が見 られ るが 、「発展」・「論

理 的思 考」 は、そ う した もの の 差異が見 ら

れ な い 。

〈論理的思考 の 問題群 に つ い て 〉
・「論理 的思 考」は、正 答率の低さや 問題 の

質 と い っ た 課題 もあるが 、属性 ・学 習行動

を含め、多 く の 項 目で 有意な差が見 られ な

か っ た （た だ し 、 社会科 へ の 関心 を示す項

目におい て は有意な差が 見 られた）。

　 こ の よ うに、問題群 によ っ て規定要因に

違 い が ある点、「論理 的思 考」 は従来数学の

学力 を説明 して きた 要因で は規定され な い

と い う点 ま で は明 らか にな っ て い る 。

　今後は 、ある問題群 にお い て よ り強く影

響する 要因は 何か、ある い は 「論理的思考」

を規定す る要 因はない の か 、と い っ た こ と

に つ い て 、さ らな る分析を進め る予定で あ

る 。

6 ．ま とめ と課題

　 本研究で は、数学における 「活用 」 は い

わゆ る計算力と異な り、出題 形式 ・内容 に

よ っ て さま ざま な 力を測定 して い る可能性

がある こ と、そ して それ らを規定する 要因

も 、 計算力 とは異な る可能性が示唆 され た。

　 今後 の 教育現 場で 、「活用 」 問題 へ の 対

応 ・
対 策が求め られよ う。しか し 「活用 」

問題 の 出題事例 が現 段階で は 少ない こ と、

また 「活用 」 問題が 「さ まざ まな 場面で の

問題解決能力を測 る出題 」 で 、測定 される

能 力 ・結果 自体 も
一
義的で はな い こ とか ら、

今後 も継続的か っ 多面的に 分析 する必 要が

あろ う。

　
一
方で 、本研 究には課題 も残 され て い る。

問題数の 配分 も あ り、分類 した結果 が難易

度 に依存 して しまう部分が あ り、問題の質

に踏み 込めきれなか っ た 点で あ る。こ の 点

に つ い て は、今回の 分析 で使用 しな か っ た

問題 も含 めた検証 をする こ とで 、今後 よ り

精緻化 して い きた い と考えて い る。

　　（参考文献は 当 日資料に記載します。）
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